第964回生物科学セミナー
日時：　10月30日（水）　16:40-18:10
演者：　西田　治文　教授
　　　中央大学理工学部　生命科学科
演題:　 パタゴニアと南極の後期白亜紀以降の植生変遷解明における最近の進展
白亜紀における被子植物の出現と分布拡大に伴う生物相と生態系の変化は，現在の生物相を形作る基礎となった．特に，生物相に大きく影響したK/P境界前後の植生変化は進化史的に重要である．パタゴニア西側には，ナンキョクブナが優占する温帯多雨林がみられ，生物多様性ホットスポットの一つとして，その保全と動態が注目されている．この稀有な植生は，オセアニアに隔離分布するナンキョクブナ林と植物地理学的に関係があり，その起源をゴンドワナ大陸時の植生に求めることができる．パタゴニアと南極は古第三紀まで南極半島を介して生物の往来があり，この時代の化石産地も存在することから，現在の植生と生物相の成立過程を地球科学的変化と関連付けて明らかにするのに適している．日本が1960年代から継続してきたチリにおける学術研究の延長として，最近の古植物学的調査研究の進展を紹介する．
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